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ひだしん創立 70 周年記念

令和 6年 7月 3日 ( 水 )、当組合創立 70 周年記念事業の一環として、ひだしん会・ひだしん青年部会
の会員様を対象とした「DXセミナー」を高山グリーンホテルにて開催しました。

セミナーは 3部構成で開催し、株式会社 電算システム 様、
NTT 西日本 様、株式会社 日立システムズ 様にそれぞれ講
演いただき、117 名の方にご参加いただきました。
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日立システムズ株式会社株式会社電算システム

�2�Ô�q DX に関連したシステムの展示ブース
を設けました。

グローリー株式会社
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講演会は、ジャーナリストの池上 彰 氏をお招きし、「ニュースから
世界と日本を考える」をテーマにご講演いただきました。
講演の結びには、「常に知的好奇心を持ち、 新しいものを吸収したいと

いう思いこそが若さを保つ秘訣になる。 自らが様々な勉強をしながらこれ

からの仕事や生き方に生かしていくことが大切であり、 そういった努力を

続けていただきたい」 などと呼びかけられました。

令和 6年 7月 19 日 ( 金 )、ひだしん会 第 40 期定期総会
並びに第 121 回講演会を開催しました。
総会において、役員の改選がありましたのでご紹介させ
ていただきます。

「ひだしん青年部会 勉強会」を開催
令和 6年 6月 27 日 ( 木 )、「第 52 回ひだしん青年部会勉強会・
懇親会」を八ツ三館 ( 飛騨市 ) にて開催しました。
勉強会は、現代中国語研究者・神田外国語大学教授の興梠 一
郎 氏をお招きし、「中国はどこへ向かうのか～習近平体制の
現状と課題」をテーマに、中国の経済状況に触れ、中国との
付き合い方についてお話いただきました。

ひだしん会

第 121 回

ひだしん会 新役員（敬称略、新任のみ）

運営委員
遠山  はやと（御母衣建設 株式会社 代表取締役 社長）

監査委員
小邑  昇（飛騨信用組合 常務理事）

池上 彰 氏

ジャーナリスト
講
師

定期総会・懇親会

懇親会では、お食事を楽し
みながら、会員相互の交流
を深めていただきました。

講演会



HIDASHINNEWSひだしん年金旅行
令和 6年 7月 17 日 ( 水 )、70 周年企画ひだしん年金旅行「大相撲名古屋場所観戦と尾張徳川家の名品を
収める徳川美術館日帰り旅」を開催しました。
5年振りに開催した年金旅行でしたが、120 名のお客さまにご参加いただきました。
参加したお客さまから「こんなに近くで相撲が見れてよかった」「とても楽しかった。また行きたい」な
ど嬉しいお声をたくさんいただきました。

HIDASHINNEWS熱演賞
令和6年7月27日(土)、飛騨高山サマーフェスティ
バル推進協議会様主催の「ちょけらまいか大仮装
盆踊り大会 2024」に今年も参加しました！
当組合はジブリのキャラクターに仮装し、「熱演賞」
を受賞することができました。
これからもひだしんは地域の行事にも積極的に参
加し、地域を盛り上げていきます！

ちょけらまいかで を受賞！
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HIDASHINNEWS北海道ニセコ町よりさるぼぼコイン視察

キャンペーン定期かがやき
(預入金額 10 万円以上～ 1,000 万円以下 )

▼ 詳しくはホームページをご確認ください

まで

https://www.hidashin.co.jp/news/news_topics/entry-4375.html 

令和 6年 7月 24 日 ( 水 )、観光リゾート地として有名な北海道虻田郡ニセコ町より、議会議員の方をは
じめ 16 名が、当組合が運営する電子地域通貨「さるぼぼコイン」の視察に来訪されました。
同町での導入に向け熱心に傾聴され、「同じ観光の町で成功されている事例が大変勉強になった。視察で
得たものを参考に、地域通貨導入に向け取り組んでいきたい。」などの感想をいただきました。
また、高山市役所 飛騨高山プロモーション戦略部 山本 様にも同席いただき、行政と一体となり地域課題
を解決する有効なツールのひとつであることを説明しました。

▲ ニセコ町議会 議長 青羽 様


